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＜第一部：基調講演＞　

「地域で広がる生活困難をどうするか
                    ―セーフティネットを張り直す」 
　講師　宮本 太郎 教授（中央大学法学部）
＜第二部：県大福祉フォーラム（シンポジウム）＞

「岩手県における新たな生活保障に向けて」
    報告者　和山 亨 氏
　    　　   菊池 亮 氏
 　　　      佐藤 隆治 氏
    討論者   宮本  太郎 教授
                 佐藤  哲郎 准教授
   コーディネータ   高橋 聡 教授

　　　岩手県立大学社会福祉学部　　　
第8回学術講演会・県大福祉フォーラム
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 令和4年11月3日（木）13：00-16：00     　  　  
 岩手県立大学滝沢キャンパス講堂　    　 　　 　　

　　　　コロナ対策にご協力をお願いします　　　　

©宮本教授

TEL:019-694-2300������FAX:019-694-2301
E-mail：gakujutsu-welf@ml.iwate-pu.ac.jp

（岩⼿県社会福祉協議会�地域福祉企画部�主任主査）

（釜⽯市社会福祉協議会�地域福祉課�課⻑）

（岩⼿県⽴⼤学社会福祉学部）

（岩⼿県⽴⼤学社会福祉学部）

（岩⼿県社会福祉⼠会�地域共⽣社会委員会�委員）

（中央⼤学法学部）

（開場：12：30）

(滝沢市巣子152-52)

不安定就労層やひとり親世帯など、自分や家族の多様な複合的困難から、

困窮や孤立に直面する「新しい生活困難層」に必要なセーフティネットと

は何か、岩手県の状況も踏まえて考えます。

参加費無料

社会福祉学部
���研究推進委員会


